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注
目
高
ま
る
移
行
金
融

　
移
行
金
融
と
は
、「
企
業
に
よ
る
長
期

的
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
戦
略
に
の
っ
と
っ

た
温
室
効
果
ガ
ス
（
G
H
G
）
排
出
削
減

の
取
り
組
み
」
を
評
価
し
て
支
援
す
る
新

し
い
金
融
手
法
で
あ
る
（
図
表
1
）。
金

融
機
関
や
投
資
家
が
脱
炭
素
な
ど
の
社
会

課
題
解
決
に
向
け
た
投
融
資
「
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
を
重
視
す
る
中
で
、

金
融
手
法
が
脱
炭
素
の
達
成
を
前
提
と
す

る
「
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
や
「
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
リ
ン
ク
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
」
に
限
ら
れ
る
と
、
G
H
G
排
出

量
は
多
い
も
の
の
、
技
術
的
な
課
題
か
ら

早
期
の
脱
炭
素
が
難
し
い
産
業
（
以
下
、

G
H
G
多
排
出
産
業
）
に
お
い
て
、
資
金

調
達
が
困
難
化
し
、
脱
炭
素
に
向
け
た
取

り
組
み
が
遅
れ
た
り
、
生
産
低
迷
・
雇
用

悪
化
な
ど
を
通
じ
て
実
体
経
済
へ
悪
影
響

を
及
ぼ
し
た
り
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
G
H
G
多
排
出
産
業
に
よ
る

長
期
的
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
戦
略
の
遂
行

を
後
押
し
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
移
行
金

融
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　
現
在
、
国
内
外
で
移
行
金
融
に
関
す
る

ル
ー
ル
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

2
0
2
0
年
12
月
に
は
、
国
際
資
本
市
場

協
会
（
I
C
M
A
）
が
「
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

世
界
に
先
駆
け
て
環
境
的
に
持
続
可
能
な

経
済
活
動
（
グ
リ
ー
ン
）
の
分
類
を
タ
ク

ソ
ノ
ミ
ー
と
し
て
法
制
化
し
た
欧
州
連
合

（
E
U
）
で
も
、
グ
リ
ー
ン
か
否
か
の
二

元
論
で
は
十
分
に
脱
炭
素
に
向
け
た
取
り

組
み
を
支
援
で
き
な
い
と
の
意
見
も
あ
り
、

E
U
タ
ク
ソ
ノ
ミ
ー
の
拡
張
の
議
論
で
は
、

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
定
義
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
早
期
の
脱
炭
素
が
難
し
い
産
業

が
多
い
と
さ
れ
る
わ
が
国
で
は
、
政
府
が

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
お
り
、
20

年
9
月
に
策
定
さ
れ
た
「
ク
ラ
イ
メ
ー

ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

戦
略
2
0
2
0
」
に
お
い
て
、
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
を
グ
リ
ー
ン
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
並
ぶ
柱
の
一
つ
に
位
置
付
け
た
。
ま
た
、

21
年
5
月
に
は
、
金
融
庁
・
経
済
産
業
省
・

環
境
省
が
共
同
で
「
ク
ラ
イ
メ
ー
ト
・
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
関
す

移
行
金
融
推
進
に
向
け
た
課
題

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
高
度
化
と
金
融
機
関
へ
の
後
押
し
が
急
務

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部

金
融
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
副
主
任
研
究
員

大
嶋
秀
雄

解 説

　
世
界
的
に
脱
炭
素
に
向
け
た
動
き
が
加
速
す
る
中
、早
期
の
脱
炭
素
が
難
し
い
企
業
に
お
け
る
低
炭
素
化
へ
の
移
行（
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
）
を
資
金
支
援
す
る
手
法
と
し
て
、
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
（
移
行
金
融
）
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
早
期
の
脱
炭
素
が
難
し
い
産
業
が
多
い
わ
が
国
は
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
お
り
、
普
及
に
向
け
た
仕
組
み

づ
く
り
を
急
い
で
い
る
。
も
っ
と
も
、
ま
だ
黎れ

い
め
い明

期
に
あ
り
、
課
題
も
多
い
。
移
行
金
融
が
、
わ
が
国
の
脱
炭
素
に
貢
献

し
、
国
際
的
な
信
認
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
る
た
め
に
は
、
分
野
別
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
高
度
化
や
金
融
機
関
に
対
す
る

後
押
し
を
行
う
と
と
も
に
、
企
業
へ
の
活
用
促
進
策
を
導
入
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

お
お
し
ま
・
ひ
で
お
　
京
大
理
学
部

卒
。08
年
三
井
住
友
銀
行
入
行
、日
本

総
合
研
究
所
調
査
部
、日
興
リ
サ
ー

チ
セ
ン
タ
ー
理
事
長
室
、三
井
住
友

銀
行
リ
ス
ク
統
括
部
な
ど
を
経
て
、

20
年
8
月
現
職
。専
門
分
野
は
金
融
、

内
外
マ
ク
ロ
経
済
。

　



15 2022.2.7［月］　金融財政ビジネス　第3種郵便物認可

る
基
本
指
針
」
を
公
表
す
る
な
ど
、
移
行

金
融
の
仕
組
み
づ
く
り
を
急
い
で
い
る
。

な
お
、
日
銀
が
21
年
12
月
に
開
始
し
た
気

候
変
動
対
応
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
ー
・
リ
ン
ク
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
合

わ
せ
て
、
移
行
金
融
も
対
象
投
融
資
に
含

ま
れ
て
い
る
。

　
他
方
、
移
行
金
融
は
、
産
業
構
造
や
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
関
係
で
早
期
の
脱
炭
素
が

難
し
い
新
興
国
に
お
け
る
脱
炭
素
に
向
け

た
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
上
で
も
有
効

と
さ
れ
、
わ
が
国
は
、
策
定
し
た
移
行
金

融
の
基
本
指
針
を
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
A
S
E
A
N
）
へ
展
開
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
21
年
5
月
に
は
経
産
省
が

「
ア
ジ
ア
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
シ

ョ
ン
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
（
A
E
T
I
）」

を
発
表
し
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
行
程
表
）

の
策
定
支
援
や
移
行
金
融
の
考
え
方
の
提

示
・
普
及
を
進
め
て
い
る
。
民
間
で
も
、

三
菱
U
F
J
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

を
中
心
に
、
日
米
欧
や
A
S
E
A
N
な
ど

の
金
融
機
関
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「Asia 

Transition Finance Study G
roup

」

が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
金
融
機
関
向
け
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
な
ど
を
進
め
て
い
る

（
22
年
10
月
公
表
予
定
）。

わ
が
国
の
取
り
組
み

　
わ
が
国
で
は
、
前
述
の
基
本
指
針
の
策

定
に
加
え
て
、
移
行
金
融
の
信
頼
性
、
透

明
性
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
つ
は
、
分
野
別
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策

定
で
あ
る
（
図
表
2
）。
分
野
別
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
G
H
G
多
排
出
産
業
の
脱
炭

素
に
向
け
た
道
筋
を
示
す
た
め
に
、
現
時

点
で
入
手
可
能
な
情
報
に
基
づ
い
て
、
想

定
さ
れ
る
低
炭
素
・
脱
炭
素
技
術
お
よ
び

そ
の
実
用
化
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
イ
メ
ー
ジ

を
示
し
た
も
の
で
、
い
わ
ば
、
企
業
の
長

期
的
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
戦
略
の
ひ
な
型

で
あ
る
。
活
用
方
法
と
し
て
は
、
移
行
金

融
を
検
討
す
る
際
に
、
金
融
機
関
等
が
企

業
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
戦
略
の
適
格
性
を

判
断
す
る
た
め
の
基
準
と
し
て
用
い
る
こ

と
に
加
え
、
事
業
会
社
に
お
い
て
、
ト
ラ

ン
ジ
シ
ョ
ン
戦
略
を
策
定
す
る
際
の
参
考

と
し
て
用
い
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
国
土
交
通
省
は
18
年
8
月

に
産
学
官
公
の
連
携
に
よ
る
「
国
際
海
運

G
H
G
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、
20
年
3
月
に
海
運
分

野
の
技
術
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
あ

る
「
国
際
海
運

の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
発
表
し

た
。
加
え
て
、

経
産
省
は
、
各

産
業
の
有
識
者

に
よ
る
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
検
討
会

を
設
置
し
て
、

鉄
鋼
や
化
学
な

ど
七
つ
の
産
業

を
対
象
に
技
術

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、

21
年
10
月
に
鉄
鋼
分
野
、
同
12
月
に
化
学

分
野
の
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
公
表
し
、

同
じ
く
12
月
に
は
、
電
力
と
石
油
、
ガ
ス

分
野
の
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
案
も
示
し
て

い
る
。

　
も
う
一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
経
産

省
が
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
と
並
行
し
て
進

め
て
い
る
「
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
モ
デ
ル
事
業
」
が
あ
る
（
図
表
3
）。

本
モ
デ
ル
事
業
は
、
有
識
者
で
構
成
さ
れ

る
第
三
者
委
員
会
（
モ
デ
ル
性
審
査
委
員

会
）
に
よ
る
審
査
を
経
た
案
件
に
対
し
て
、

分類 特徴

トランジション・
ファイナンス

グリーン
ファイナンス

サステナビリティー・
リンク・ファイナンス

■資金使途の要件はない
■企業の長期的なトランジション戦略を評価

■グリーンボンド原則等に準拠した資金使途

■資金使途の要件はない
■目標（ＳＰＴｓ）の達成状況で借入条件が変動

（出所）環境省等から日本総研作成

〈図表1〉トランジション・ファイナンス
とグリーンファイナンス等の比較

目的

対象
産業

内容

〇金融機関等
　事業会社の戦略等の適格性を判断するために参照
〇事業会社
　 トランジション戦略の策定時に参照

〇検討状況（太字は公表済）
＜経済産業分野＞
  鉄鋼、化学、電力、ガス、石油、紙パルプ、セメント等
＜国土交通分野＞
　海運、航空、住宅・建物等
＜農林水産分野＞
　食品等

（例）鉄鋼分野
・産業特性の整理
・脱炭素技術オプション（GHG排出削減効果など）
・各技術の導入時期のロードマップ
・GHG排出削減イメージ、パリ協定との整合性

（出所）経済産業省

〈図表2〉分野別ロードマップの概要
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外
部
評
価
コ
ス
ト
の
9
割
を
助
成
す
る
も

の
で
、
個
別
案
件
の
審
査
に
お
い
て
は
、

分
野
別
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
も
想
定
さ

れ
て
い
る
。
同
省
は
、
黎
明
期
に
あ
る
移

行
金
融
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
具
体

的
に
何
が
移
行
金
融
な
の
か
を
明
確
に
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
て
お

り
、
本
モ
デ
ル
事
業
に
よ
っ
て
具
体
的
な

事
例
を
積
み
上
げ
る
と
と
も
に
、
企
業
や

金
融
機
関
、
外
部
評
価
機
関
な
ど
に
お
け

る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
も
後
押
し
し
て
、
移

行
金
融
市
場
の
形
成
を
促
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。
実
際
、
わ
が
国
で
は
、
環
境

省
の
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
発
行
モ
デ
ル
創

出
事
業
」（
外
部
評
価
取
得
コ
ス
ト
の
助

成
）
が
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
市
場
の
成
長
に

大
き
く
寄
与
し
た
経
緯
が
あ
り
、
移
行
金

融
で
も
、
モ
デ
ル
事
業
を
き
っ
か
け
に
、

市
場
形
成
が
加
速
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

移
行
金
融
の
事
例

　
21
年
に
入
っ
て
か
ら
、
移
行
金
融
の
具

体
的
な
事
例
が
出
始
め
て
い
る
。
わ
が
国

で
は
、
海
運
大
手
3
社
の
例
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
前
述
の
「
国
際
海
運
の
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が

参
照
さ
れ
、
3
社
と
も
経
産
省
の
モ
デ
ル

事
業
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

21
年
3
月
と
9
月
に
川
崎
汽
船
、
同
7
月

に
日
本
郵
船
、
同
9
月
と
11
月
に
は
商
船

三
井
が
移
行
金
融
で
資
金
調
達
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
直
近
で
は
、
新
た
に
分
野

別
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
策
定
さ
れ
た
鉄
鋼
分

野
な
ど
で
も
移
行
金
融
を
検
討
す
る
動
き

が
見
ら
れ
、
J
F
E
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

が
22
年
度
に
移
行
金
融
で
資
金
調
達
を
行

う
と
発
表
し
、
こ
ち
ら
も
経
産
省
の
モ
デ

ル
事
業
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

　
一
般
的
に
、
移
行
金
融
は
資
金
使
途
や

目
標
の
設
定
が
要
件
と
さ
れ
な
い
も
の
の
、

わ
が
国
で
は
基
本
指
針
に
お
い
て
「
プ
ロ

セ
ス
等
は
既
存
原
則
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

従
う
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
グ
リ

ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
ー
・
リ
ン
ク
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
ル
ー

ル
で
示
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
に
沿
っ
て
資
金

使
途
や
目
標
設
定
が
行
わ
れ
て
い
る
。
実

際
、
21
年
3
月
の
川
崎
汽
船
の
事
例
で
は
、

次
世
代
型
環
境
対
応
液
化
天
然
ガ
ス

（
L
N
G
）
燃
料
自
動
車
専
用
船
を
資
金

使
途
と
し
、
同
7
月
の
日
本
郵
船
の
事
例

も
資
金
使
途
候
補
と
し
て
L
N
G
燃
料
船

や
ア
ン
モ
ニ
ア
燃
料
船
な
ど
を
例
示
し
て

い
る
。
L
N
G
燃
料
は
、
脱
炭
素
に
は
な

ら
な
い
も
の
の
、
従
来
の
重
油
燃
料
に
比

べ
て
二
酸
化
炭
素
（
C
O2
）
排
出
を
2

割
以
上
削
減
で
き
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

川
崎
汽
船
や
商
船
三
井
は
、
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
ー
・
リ
ン
ク
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

よ
う
な
目
標
（SPTs

）
設
定
を
行
う
「
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
・
リ
ン
ク
・
ロ
ー
ン
」
の

ス
キ
ー
ム
を
採
用
。
川
崎
汽
船
の
事
例
で

は
、
毎
年
の
G
H
G
総
排
出
量
な
ど
を
目

標
に
設
定
し
、
達
成
状
況
で
金
利
が
変
動

す
る
。

普
及
に
向
け
た
問
題
点

　
わ
が
国
に
お
け
る
移
行
金
融
の
普
及
に

向
け
た
問
題
点
と
し
て
は
、
以
下
の
五
つ

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
第
一
に
、
根
強
い
グ
リ
ー
ン
ウ

ォ
ッ
シ
ュ
（
見
せ
か
け
の
環
境
保
護
）
懸

念
で
あ
る
。
移
行
金
融
は
、「
企
業
の
ト

ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
戦
略
」
を
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
い
る
が
、
技
術
的
な
課
題
を
多
く
抱

え
、
早
期
の
脱
炭
素
が
難
し
い
企
業
が
妥

当
性
の
あ
る
長
期
的
な
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン

戦
略
を
立
案
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
く
、

金
融
機
関
等
に
と
っ
て
も
、
企
業
の
ト
ラ

ン
ジ
シ
ョ
ン
戦
略
は
国
や
産
業
に
よ
っ
て

異
な
り
、
技
術
開
発
動
向
を
受
け
て
変
化

す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
適
格
性
を

評
価
す
る
の
は
難
し
い
。
前
述
の

I
C
M
A
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
わ
が
国
の

基
本
指
針
な
ど
で
も
詳
細
な
要
件
は
決
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
現
時
点
で
は
ル
ー
ル
や

基
準
の
整
備
も
十
分
に
進
ん
で
い
る
と
は

言
え
な
い
た
め
、
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
懸
念
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
移
行
金
融
は
、
脱
炭
素
に
直
結

す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
将
来
技
術
的

な
課
題
が
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
や
、

企
業
が
脱
炭
素
に
向
け
た
次
の
ス
テ
ッ
プ

に
進
ま
な
か
っ
た
場
合
な
ど
は
、
G
H
G

排
出
が
長
期
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て
し
ま

う
ロ
ッ
ク
イ
ン（
G
H
G
排
出
の
固
定
化
）

に
陥
る
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

目的

概要

■個別事例の積み上げ、事例集等の情報発信によるトラ
ンジション・ファイナンス市場形成の促進。

■個別事例を公募、モデル性審査委員会で審査し、対象
案件の外部評価コスト等の9割を助成。

■分野別ロードマップ等を活用した適格性の評価。
■事例集の作成し、情報発信。
 - 海運業での3事例をモデル事例として選定。

（出所）経済産業省

〈図表3〉トランジション・ファイナンスモデル事業の概要
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第
二
に
、
分
野
別
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
使

い
勝
手
の
悪
さ
が
あ
る
。
移
行
金
融
の
信

頼
性
と
透
明
性
の
確
保
に
向
け
て
、
分
野

別
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
重
要
な
ツ
ー
ル
だ
が
、

現
時
点
で
は
期
待
さ
れ
る
技
術
オ
プ
シ
ョ

ン
の
一
覧
と
各
技
術
の
大
ま
か
な
実
装
時

期
な
ど
の
提
示
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

G
H
G
排
出
量
削
減
に
向
け
た
具
体
的
な

プ
ロ
セ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
特
に
、
技
術
的
な
知
見
の
限
ら
れ

る
金
融
機
関
等
に
と
っ
て
は
、
実
用
性
を

十
分
に
備
え
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

　
加
え
て
、
分
野
別
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
実

現
可
能
性
の
評
価
も
難
し
い
。
性
質
上
、

不
確
実
性
が
伴
う
こ
と
は
や
む
を
得
な
い

も
の
の
、
客
観
的
に
見
て
実
現
可
能
性
が

相
応
に
あ
る
分
野
別
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
な

い
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
企
業
の
戦
略
な

ど
が
投
資
家
等
か
ら
脱
炭
素
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
が

あ
る
。
現
時
点
で
は
、
分
野
別
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
あ
る
各
技
術
に
つ
い
て
、
開
発
難

易
度
や
導
入
コ
ス
ト
の
想
定
と
い
っ
た
実

用
化
の
ハ
ー
ド
ル
を
示
す
よ
う
な
評
価
は

な
く
、
分
野
別
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
実
現
可

能
性
を
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
第
三
に
、
わ
が
国
の
G
H
G
排
出
削
減

目
標
と
の
整
合
性
が
分
か
り
に
く
い
こ
と

が
あ
る
。
移
行
金
融
の
対
象
と
な
る
産

業
・
企
業
で
は
、
G
H
G
排
出
削
減
ペ
ー

ス
が
国
全
体
に
比
べ
て
遅
れ
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
が
、
ど
の
程
度
の
遅
れ
ま
で
許

容
さ
れ
る
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
分
野

別
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、「
わ
が
国
の
各

政
策
や
パ
リ
協
定
と
整
合
的
」
と
示
さ
れ

て
は
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
根
拠
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
鉄
鋼
分
野
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
お
け
る
産
業
全
体
の

C
O2
排
出
削
減
イ
メ
ー
ジ
を
見
る
と
、

C
O2
排
出
原
単
位
で
も
、
本
格
的
な
削

減
は
40
年
以
降
の
想
定
と
な
っ
て
お
り
、

同
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
示
す
粗
鋼
・
銑
鉄
の

世
界
生
産
量
予
測
（
50
年
に
20
年
対
比
2

割
強
増
加
）
を
踏
ま
え
る
と
、
30
年
代
ま

で
G
H
G
排
出
の
絶
対
量
は
減
少
し
な
い

可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
想
定
が
わ
が

国
の
G
H
G
排
出
削
減
目
標
と
整
合
的
な

の
か
は
判
断
が
難
し
い
。

　
第
四
に
、
中
小
企
業
に
対
す
る
仕
組
み

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
早

期
の
脱
炭
素
が
難
し
い
と
い
う
点
で
、
中

小
企
業
も
移
行
金
融
の
対
象
と
な
り
得
る

も
の
の
、
現
在
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る

分
野
別
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
基
本
的
に
大
企

業
を
想
定
し
て
お
り
、
中
小
企
業
の
脱
炭

素
に
向
け
た
道
筋
は
十
分
に
示
さ
れ
て
い

な
い
。
経
産
省
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
検
討
会

に
お
い
て
も
、
中
小
企
業
を
想
定
し
た
深

掘
り
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
移
行
金
融
を
含
め
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
全
般
と
し
て
、
客
観
性

を
担
保
す
る
た
め
に
、
外
部
評
価
の
取
得

が
一
般
的
で
あ
る
が
、
事
務
手
続
き
や
コ

ス
ト
負
担
を
考
え
る
と
、
中
小
企
業
の
資

金
調
達
で
外
部
評
価
を
取
得
す
る
の
は
現

実
的
で
は
な
い
こ
と
も
、
中
小
企
業
に
お

け
る
移
行
金
融
を
難
し
く
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
そ
し
て
、
第
五
に
、
金
融
機
関
に
対
す

る
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
あ
る
。
脱
炭
素
に
向

け
た
取
り
組
み
は
企
業
の
生
産
能
力
や
売

り
上
げ
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
は
限
ら
な

い
た
め
、
移
行
金
融
は
金
融
機
関
に
お
け

る
信
用
リ
ス
ク
評
価
で
も
問
題
と
な
り
得

る
が
、
加
え
て
、
足
元
で
金
融
機
関
が
削

減
を
目
指
す
「
投
融
資
先
の
排
出
量
」（
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
ド
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
以
下

F
E
）
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
G
H
G
排

出
削
減
が
難
し
い
産
業
ほ
ど
多
く
の
資
金

調
達
が
必
要
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、

G
H
G
排
出
削
減
ペ
ー
ス
も
全
体
に
比
べ

て
遅
く
な
る
と
想
定
さ
れ
る
た
め
、
移
行

金
融
の
拡
大
は
、
金
融
機
関
の
F
E
削
減

を
遅
ら
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。
全
国
銀
行

協
会
も
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
向
け
た
全
銀
協
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

に
お
い
て
、
G
H
G
多
排
出
産
業
へ
の
移

行
支
援
に
よ
る
一
時
的
な
F
E
増
加
に
言

及
し
て
い
る
。

普
及
に
向
け
た
政
策
課
題

　
こ
う
し
た
問
題
点
を
踏
ま
え
る
と
、
移

行
金
融
の
普
及
に
向
け
て
政
府
に
求
め
ら

れ
る
政
策
課
題
と
し
て
は
次
の
三
つ
が
あ

る
。

　
一
つ
は
、
分
野
別
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
実

用
性
・
信
頼
性
の
向
上
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
G
H
G
排
出
削
減
に
向
け
た
具
体

的
な
プ
ロ
セ
ス
の
例
示
や
、
対
象
産
業
の

拡
大
、
中
小
企
業
向
け
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

策
定
な
ど
で
実
用
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

各
技
術
の
開
発
難
易
度
や
導
入
コ
ス
ト
な

ど
の
評
価
の
ほ
か
、
国
の
G
H
G
削
減
目

標
と
の
整
合
性
の
具
体
的
な
説
明
な
ど
で

信
頼
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
加
え
て
、
国
内
外
の
技
術
開
発
動
向

な
ど
を
踏
ま
え
て
、
頻
度
の
高
い
見
直
し

も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
分
野
別

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
ト
ラ
ン
ジ
シ

ョ
ン
戦
略
の
策
定
・
評
価
に
関
す
る
ル
ー

ル
整
備
も
実
用
性
・
信
頼
性
の
向
上
に
寄

与
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
二
つ
目
は
、
移
行
金
融
を
行
う
金
融
機

関
へ
の
後
押
し
で
あ
る
。
移
行
金
融
の
推

進
は
、
金
融
機
関
に
と
っ
て
F
E
や
信
用

リ
ス
ク
の
増
加
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
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る
た
め
、
国
全
体
で
推
進
す
る
に
は
、
金

融
機
関
の
F
E
管
理
で
の
一
定
の
考
慮

（
別
建
て
で
計
測
す
る
ル
ー
ル
等
）
や
公

的
な
信
用
保
証
の
拡
充
な
ど
で
金
融
機
関

を
後
押
し
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
三
つ
目
は
、
企
業
に
対
す
る
活
用
促
進

策
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
移
行
金
融
へ

の
利
子
補
給
制
度
や
経
産
省
の
モ
デ
ル
事

業
の
よ
う
な
外
部
評
価
コ
ス
ト
の
助
成
制

度
の
拡
充
、
好
事
例
・
企
業
の
認
定
・
表

彰
制
度
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
大

企
業
向
け
と
は
別
に
、
中
小
企
業
が
利
用

で
き
る
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
も
重
要
と

言
え
る
。
外
部
評
価
の
取
得
が
現
実
的
で

は
な
い
中
小
企
業
向
け
の
移
行
金
融
の
ル

ー
ル
整
備
も
活
用
の
後
押
し
と
な
る
だ
ろ

う
。

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、
移
行
金
融

は
ま
だ
黎
明
期
に
あ
り
、
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
今
後
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
事

例
が
増
え
る
中
で
、
新
た
な
課
題
も
見
え

て
く
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
移
行
金
融
は
、

脱
炭
素
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
金
融
手
段
と
言
え
、
た

と
え
、
国
際
的
な
信
認
を
獲
得
す
る
ま
で

に
時
間
を
要
し
た
と
し
て
も
、
着
実
に
取

り
組
み
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。


